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知識の重要度を決定するのは、
スピリチュアリズムの霊的真理です。

大切なものとそうでないものを、しっかりと区別しなければなりません。

れたごく一部の高級霊界通信によって、霊的真理が

もたらされてきました。霊的真理を純粋なまま地上

におろすには大変な困難が伴います。そのために高

級霊は綿密な計画を立て、総力をあげてその道を開

拓してきました。

　信頼に足る優れた霊界通信とは、物質の影響力を

極力排除し、霊界の意向を忠実に伝達しているもの

です。そうした優れた霊界通信の中でも、『シルバ

ーバーチの霊訓』、モーゼスの『霊訓』、アラン・

カルデックの『霊の書』は、三大霊訓と呼ぶにふさ

わしい内容を持っています。

『シルバーバーチの霊訓』は最高の霊的基準        

　このニューズレターは、高級霊界から送られてき

た霊的真理を地上における最高の指針としていま

す。そして霊的真理を「絶対の基準」として、それ

と他のものを比較するというスタンスを貫いていま

す。ニューズレターにシルバーバーチの言葉をたび

たび引用しているのは、シルバーバーチという一人

の指導霊を崇拝の対象としているからではなく、シ

ルバーバーチの語る内容が、最も霊的真理を適確に

伝えていると判断しているためなのです。

　シルバーバーチの通信は半世紀という長期間にわ

たって継続されてきました。そしてその間、シルバ

ーバーチの説くところには何の矛盾もなく、常に一

最高霊界の神庁で審議・選択された霊的真理

  スピリチュアリズムによってもたらされた霊的真

理は、イエスを中心とした神庁（地球に係わる最高

級霊団の大組織）において審議され選択されたもの

です。地上人とは比較にならない視野と知性、洞察

力を有する高級霊によって、地上人の魂の成長（霊

的成長）に必要不可欠であると判断された知識が送

られてきました。

　スピリチュアリズムの霊的真理は、このように地

上人類救済の全責任をもつ霊界の神庁において吟味

され選別されたものであるという点において、地上

のいかなる思想や宗教とも根本的に異なっていま

す。そうした事実を考えるだけで、スピリチュアリ

ズムの真理は、無条件に地上最高の知識と断言する

ことができます。スピリチュアリズムは、高級霊界

の神庁から送られてくる霊的真理を、最高の指針と

して受け止めるところから出発します。

霊的真理を地上にもたらす手段　　　　　　　

　　高級霊界通信

  神庁で審議され選ばれた霊的真理は、霊界通信とい

う手段によって地上に届けられることになります。

しかし、霊界通信のすべてがその使命を持っている

わけではありません。ご存じのように霊界通信には

ピンからキリまであります。その中で、極めて限ら
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どうしてそんなことを続けるのかと驚きを禁じ得ま

せんが、おそらくその方は、スピリチュアリズムの

霊的真理の価値と重要性を理解していらっしゃらな

いのでしょう。

　シルバーバーチは、「霊界の神庁で審議された霊

的真理が、自分を通じて地上にもたらされている」

と言っています。その言葉をそっくりそのまま受け

入れるなら、もはやスピリチュアリズム以外のもの

を求めたり、心の支えにする必要はなくなります。

かつてない最高の霊的知識を、すでに手にしている

ことになるからです。

　霊界の高級霊の好意をそのまま信じ切ってしまう

ことは、狂信でないどころか、最も素直で賢明な生

き方です。それによって私達は、地上人生を一番有

効に、余分な回り道をせずに送ることができるので

す。

優れた霊界通信に共通する特徴とは　

　私達地上人にとって何より重要なことは、「魂を成

長させる」という一言に言い尽くされます。地上生活

の目的は、「霊性の向上」以外にはないと言っても過

言ではありません。しかし残念なことに、現実には多

くの人々はその肝心な目的から外れ、無意味な地上

人生を送っています。

　高級霊界からもたらされた霊的真理は、まさに地

上人の霊的成長だけを目的としています。シルバー

バーチに代表される高級霊訓では、魂の成長に関す

る知識が繰り返し繰り返し述べられ、常にその重要

性が強調されています。高級霊訓には、魂の成長を

促すという目的からずれたものは全く存在しません。

魂の成長という一点に向けて焦点が絞られ、それが

語る内容の中心に据えられています。知識自体が最

高レベルにあることは言うまでもありませんが、霊的

成長のための現実的な実践を、それ以上に重視して

いるのです。この点は、他の霊界通信のレベルを判定

する際の、一つの明確な判断基準と言えます。

　高級霊訓のもう一つの際立った特徴は、現在の地

上人類の霊的進化のレベルに見合った知識だけを与

え、霊的進化のレベルにそぐわない知識、まだ知る

必要のない知識は与えないということです。すなわ

貫しています。語られる内容は、スケール・深さ・

正確さ・分かりやすさのどの点をとっても、他の霊

界通信を圧倒しています。そのために『シルバーバ

ーチの霊訓』を最高の霊的知識と認め、それを地上

における最高の基準としているのです。

                                                                      

霊的真理の受容を決定するのは、

その人の霊的成長度

  高級霊界から示された霊的真理の受容は、その人

に霊的真理を受け入れる時期がきているかどうかで

決まります。「霊性」が真理を受けるにふさわしい

レベルにまで進化していて、初めて可能になるとい

うことです。私達地上人の側からは、運よく霊的真

理に出会ったように見えますが、それは決して単な

る偶然によるものではありません。シルバーバーチ

の霊訓と出会いながらも、それを最高のものとして

受け入れられる人とそうでない人がいるということ

は、真理の受容が「霊性」という絶対的な条件によ

って左右されるものであることを示しています。

　霊的真理を受け入れるだけの霊的進化のレベル

（霊的成長度）に至っていない人、すなわち時期が

まだきていない人は、どのようにしても真理を受け

入れることはできません。しかし、そうした人達も

時がくれば、それが最高のものであることが分かる

ようになります。それまでは自分なりに試行錯誤の

歩みをするしかありません。

霊的真理は、素直に全面的に受け入れるべきもの

　スピリチュアリズムは、霊界の神庁において審

議・選定された霊的知識を、地上における最高のも

のとして受け入れ信じるところから出発します。霊

的真理を無条件に自分の人生の指針とするというこ

とです。

　ところが、せっかくシルバーバーチの霊訓という

最高次元の霊的真理と出会いながらも、いまだに他

の宗教や思想に心の拠り所を求めている人々を見か

けます。シルバーバーチと出会って何年も経ってい

るにもかかわらず、依然として、スピリチュアリズ

ムと他の宗教・思想を同じレベルのものとして考え

ているのです。最高の真理を与えられていながら、
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利他愛観などです。

　二つ目は、基本的な霊的真理を補足するような知

識です。シルバーバーチが時々語る知識がこれに当

たります。重要度の点では、基本的な霊的真理には

劣ると言えますが、霊的真理であることには変わり

ありません。男女観・健康観・教育観などがそれに

相当します。

　三つ目は、シルバーバーチが地上人から質問を受

けた時にのみ与える知識です。シルバーバーチ自ら

積極的に語ろうとしたのではなく、質問の答えとし

て述べたものです。こうした知識は地上人の魂の成

長という点から見れば、必須のものとは言えませ

ん。魂の成長にはストレートに関係せず、知ってい

ても知らなくてもどちらでもよいというレベルの知

識です。知識の重要度としては、かなり低いと言え

ます。具体的には、惑星の霊界・葬式・墓・霊現

象・超能力といったものです。

　四つ目は、重要性がない知識です。シルバーバー

チは質問されても、あえて答えないことがありま

す。あるいは世間一般に知られているテーマである

にもかかわらず、一切言及していないものがありま

す。そうした知識は、私達が知る必要は全くない、

あるいは知ることが（魂の成長にとって）マイナスに

なる、または、まだそれを知る時期にないと霊界に

よって判断されているものです。私達にとって、何

一つ関心を向ける必要のない知識、むしろ関心を向

けない方がよい知識と言えます。具体的には､イエス

の地上時代の言動の事実関係・守護霊の身元・前世

の身元・宇宙人・ＵＦＯ・古代大陸文明・占星術な

どです。

ち語られる知識が、厳格なルールのもとでコントロ

ールされているのです。

　幼い子供にはそれに見合った知識のみが必要であ

るように、地上人にも霊的成長レベルにふさわしい

知識が必要とされます。もし霊性を超えた知識が与

えられるならば、かえって混乱と問題を引き起こす

ことになります。神庁における審議内容の一つに

は、そうした知識のコントロールという点が含まれ

ているものと思われます。私達に与えられる霊的真

理には、高級霊達の深い配慮が行き届いているので

す。このことも、他の霊界通信のレベルを判断する

ための基準・目安となります。

　どちらでもよい知識や、一見興味を引くような知

識が多く含まれている霊界通信は、むしろ霊的レベ

ルが低いと言えます。どちらでもよいこと、単なる

好奇心レベルのものを並べ立てることは、地上人の

魂の成長にとってマイナスを生じさせます。本来、

霊的成長という最も肝心な点に向けるべき意識とエ

ネルギーを無駄づかいさせることになります。

　重要なことだけに焦点を合わせている、余分なこ

とに触れない、どちらでもよいことは取り上げない

というのが優れた霊界通信の特長であり、レベルの

低い他の霊界通信との大きな違いなのです。

『シルバーバーチの霊訓』における五種類の知識

　　重要度による知識のランクづけ  

　シルバーバーチによって語られる知識を、重要度

という観点から分析してみることにしましょう。シ

ルバーバーチの霊訓で示された知識は、どれもが同

じ重要度をもって語られているわけではありませ

ん。シルバーバーチの語る知識内容は、重要度の点

から大きく五つに分けることができます。

　まず一つ目は、最も重要度の高い知識です。それ

は最高級霊界の神庁において決定された、魂の成長

をなすために不可欠な知識、霊的真理の核心ともい

うべき知識です。シルバーバーチが繰り返し繰り返

し強調しているものが、それに当たります。シルバ

ーバーチはこうした知識のことを、「基本的な霊的

真理」と言っています。具体的には、神観・死後世

界観・霊的人間観・再生観・因果観・霊的実践論・
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どちらでもよいことへの過剰な関心の弊害

  スピリチュアリズムが係わりを持つのは、言うま

でもなく魂の成長にプラスとなる知識以外にはあり

ません。ところが単なる好奇心レベルの知識である

にもかかわらず、一見すると、霊的真理と区別をつ

けにくいものがあります。例えば、自分の前世・守

護 霊 の 身 元 ・ さ ま ざ ま な 霊 現 象 ・ 超 常 現 象 ・

ＵＦＯ・占星術・予言などです。

　スピリチュアリズムの中にも、これらに大きな関

心と興味を抱いている人々がいます。また近年急激

に流行したニューエイジやチャネリング、精神世界

ブームでは、こうしたテーマが中心的な部分を占め

ています。大半のチャネリングでは、宇宙人や

ＵＦＯ、さらには古代アトランティス大陸文明を当

たり前のように扱っています。輪廻転生における自

分の前世や守護霊の身元を、簡単に知ることができ

るかのような間違った風潮をつくり出しています。

また占星術が将来の出来事を正確に指し示すかのよ

うな、安易な認識を広めています。特に１９８０年

代後半から、シャーリー・マクレーンによって新た

な段階へと進められたニューエイジには、こうした

傾向が極端に強くなっています。

　ニューエイジやチャネリングによって、人々が霊

的世界への関心を持つようになるのは喜ばしいこと

ですが、その一方で、こうした本来どちらでもよい

ものが極めて重要なものとして取り上げられること

は大きな問題です。霊的世界や輪廻、カルマの法則

が存在することを、広く世の人々に知らせることに

なったシャーリー・マクレーンの貢献は大きなもの

があります。しかしそれと同時に、その功績をすべ

て台なしにしてしまうほどの深刻な弊害を生み出し

ています。                

  どちらでもよいことへの過剰な関心が引き起こす最

大の問題点は、本来崇高であるはずの霊界通信を、

低級霊に働きの場を与え混乱を生じさせるだけの手

段に貶めるということです。すなわち「チャネリング

の堕落」という問題をつくり出しているのです。

　アメリカのチャネリングブームは、１９８７年をピ

ークに下降線をたどっていると言われていますが、

マクレーンによってチャネリングの存在が広く知ら

　五つ目は、ただマイナスにしかならない知識で

す。シルバーバーチが厳しく間違いを指摘している

知識のことです。従来の宗教には、人間の魂の成長

にとって大きなマイナスを引き起こす間違った知識

が多くあります。それらは人類の霊的進化を遅らせ

る罪作りな知識です。この世から一刻も早く抹消さ

れるべきものと言えます。具体的には、キリスト教

の原罪説・サタンの実在・神とサタンの戦い・贖罪

説・三位一体説などがこれに相当します。

　以上が、『シルバーバーチの霊訓』にみる五種類

の知識です。もう一度まとめると、次のようになり

ます。

  ①最も重要な知識

　 シルバーバーチが繰り返し強調する、基本的な     

　　霊的真理

  ②重要な知識

　　シルバーバーチが時々語る、基本的な真理の補

　　足的知識

  ③ほとんど重要でない知識

　 地上人から質問された時のみ、シルバーバーチ  

　　が答える知識

  ④全く重要でない知識

　　不必要な知識・知る必要のない知識で、質問さ

　　れてもシルバーバーチが答えないもの。シルバ

　　ーバーチの霊訓中で一切取り上げられていない

　　もの  

　⑤間違った知識・捨て去るべき知識

　　 シルバーバーチが厳しく非難するもの

おとし
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重要な知識と、どちらでもよい知識の区別

　このように霊的真理の重要度をしっかりと区別で

きるということは、今後皆さん方が、さまざまな霊

界通信や霊能者、宗教、思想などの霊的レベルを判

定するための、最強の指針を持ったことになりま

す。

  この区別をつけることができないと、どちらでも

よいものが重要に思えるようになってきます。全く

価値のないチャネリングを大事なものであるかのご

とく考え、それに人生を掛けるようなことになって

しまいます。どちらでもよいものに翻弄され、必死

に追い求めるようなことにもなりかねません。すば

らしい精神世界を歩んでいるつもりが、その実、何

の意味もないことに夢中になっていた、ということ

にもなりかねないのです。現に、霊的世界や精神世

界に興味を持つ多くの若者達には、その傾向がはっ

きりと見てとれます。

  スピリチュアリズムの霊的真理を手にしたことの

一つの意義は、「魂の成長」にとって必要不可欠な

真理が何であるかを、明らかにし得るところにあり

ます。スピリチュアリズムの真理という「絶対基

準」を通して、他の霊界通信、宗教、思想のランク

づけができるということです。それらを上から眺め

下ろし、その中に含まれる真実度のレベルを明らか

にし、どの程度、本物を有しているかをすぐさま判

断することができるのです。高級霊が地上の宗教、

思想、霊能者のランクづけをするのと同じ判断能力

を、地上にいながらにして持つことができるという

ことです。

れるようになる以前にも以後にも、あまりにも不純

な要素が多く見られます。そして、それらはまとも

にチェックされることもなく、混乱して乱れたまま

世間に流行してしまいました。魂の成長とは全く無

関係などちらでもよいものが、チャネリングの中で

大袈裟に語られることになりました。霊界の低級霊

にとっては、地上人を混乱させて低俗なものに心を

向けさせ、霊的真理から目を背けさせるチャンスが

転がり込んできたようなものです。チャネリングの

抱える不純な要素は、チャネリングの歴史に一貫と

して流れています。その不純物をチェックする機能

がないところに、さらに興味だけをかき立てるよう

な刺激が次々と与えられ、チャネリングの堕落傾向

が進んできたのです。

  どちらでもよいことへの過剰な関心が引き起こす

もう一つの問題は、魂の成長という最も肝心な事へ

の焦点がぼかされて、実践へのエネルギーが失われ

るということです。基本的な霊的真理にしがみつく

ような姿勢がない限り、地上において魂成長の歩み

をなすことはできません。どちらでもよいようなも

のに興味を引かれ、多くのエネルギーを傾けている

以上、成長は望めません。常に大事なこと（魂の成

長）だけに関心を向けていることが大切なのです。

好奇心に支配されている人間は、霊的成長の道を歩

むことはできません。ひたすら霊的真理にしがみつ

くといったギリギリの状況が絶えず起こってくるの

が地上人生なのです。その地上人生に立ち向かうた

めには、余分なところへエネルギーを浪費するよう

なことがあってはならないのです。

  シルバーバーチは、「どちらでもよいことに心を

向けてはいけない。肝心なことに心を向けなさい」

と言っています。その意味するところは、地上人生

の目的である魂の成長という一点に、すべての意識

とエネルギーを傾けなさいということなのです。

基本的な真理にしがみついていさえすれば、

道を誤ることはありません。

                     〈シルバーバーチ７・５８〉
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 シルバーバーチは知識を持つことの重要性をたび

たび説いていますが、その知識とは、あくまでも

「魂の成長」に係わる知識なのです。どちらでもよ

い知識を持つことは、むしろ弊害を生み出すと述べ

ています　　「生半可な知識は危険であるとよく言

われますが、時として知識が多すぎても危険である

ことがあります。その知識が間違っている場合はと

くにそうです。」（愛の摂理・242）　　

  今、地上の人間に必要とされることは、そしてス

ピリチュアリズムの霊的真理に導かれた人にとって

大切なことは、重要な知識とどちらでもよい知識を

明確に区別することです。霊的成長にとって何の役

にも立たない知識、それどころかマイナスをもたら

すような知識は、むやみに追い求めるべきではあり

ません。

  霊的世界に関する知識には、常に玉石混交という

問題がつきまとっています。宝（本物の真理・不可

欠な真理）と単なる石ころ（どちらでもよい興味本

位の知識）を区別できるかどうかが、本当に重要な

ことなのです。それなくしては、霊的世界への関

心・精神世界への関心は、単なる好奇心や自己満足

だけに終わってしまうかもしれません。ひいてはか

けがえのない地上人生を、無駄にすることにもなり

かねないのです。

　ニューズレターの次号では、こうした知識の重要

度の観点から、さまざまな霊界通信、霊現象、霊能

者の内容を見ていきたいと思います。
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そのことは、今後スピリチュアリズムの急激な普及が

予想される日本でも、多くの心霊治療家が現れること

を意味しています。皆さんの中からも、この後、心霊

治療に携わるようになる方も出てくることでしょう。

常に新しい側面が台頭しています。物理的心霊

現象がおもむろに後退し、心霊治療と霊的教訓

という高等な側面がそれと取って代わりつつあ

ります。

                   〈シルバーバーチ９・１６５〉

　　これからは心霊治療がもっとも重大な分野

となるように計画されているのでしょうか。　

　　　　　　　　　　　　　　　　（質問）

「迷うことなく“そうです”と申し上げます。

これからは、病気に苦しむ人々の治療の分野に

霊力を顕現させていく計画が用意されていま

す。病気や障害のために人生が侘しく、陰うつ

で、絶望的にさえ思えている人々に、霊的な治

癒エネルギーが存在することを証明してあげる

のです。

霊力　　生命力そのものであり、数多くの治療

家を通して注入される無限のエネルギーは、病

気や障害によって痛めつけられ苦しめられてい

る身体に、新たなエネルギーを注ぎ込んで活気

づけ、いかに疑り深い人間でも、地上の用語で

は説明できない力が存在することを認めざるを

得なくしてしまいます。皆さんが生きておられ

る今の時代にぜひ必要だからこそ、そう計画さ

れているのです。」

                                        〈愛の絆・２０７〉

心霊治療は、現在のスピリチュアリズムに

おける中心的な心霊現象

  心霊治療（スピリチュアル・ヒーリング）は、代

表的な心霊現象と言えます。これまで現代医学に見

捨てられた多くの患者が、心霊治療によって救われ

ています。心霊治療は現在のスピリチュアリズムの

中で重要な地位を占めています。シルバーバーチの

交霊会には大勢の心霊治療家が招待され、シルバー

バーチから直接教えを受けています。シルバーバー

チはそこで、心霊治療の重要性を何度も繰り返し述

べています。

  現在、イギリスの心霊治療家（スピリチュアル・

ヒーラー）の数は６千人に達しています。しかし、

その中でハリー・エドワーズのような、霊性・知

性・人格性に優れ、真に高級霊団の道具と言えるよ

うなヒーラーは、ほんの一握りに限られます。日本

では新宗教によって浄霊や手かざしなどの病気治療

がさかんに行われていますし、民間信仰による祈祷

治療なども大衆の中に広く根を下ろしています。ま

た最近では気功治療やニューエイジ関係のさまざま

なヒーリングが流行しています。おそらくそうした

心霊治療に係わる総数では、日本はイギリスよりも

多いと思われます。但し、その中でスピリチュアリ

ズムの霊的真理に基づく治療家というと、本当にわ

ずかなものとなってしまいます。

　シルバーバーチは、これからのスピリチュアリズ

ムの普及において、心霊治療は大きな使命を持って

いるということを述べています。これは高級霊界の

神庁において、スピリチュアリズムの霊的真理普及

のための一つの計画として審議・決定されたものと

思われます。それゆえ心霊治療は、スピリチュアリ

ズムの中で重要な部分を占めているのです。従来ま

でに見られた物理的心霊現象に代わって、心霊治療

が霊的現象の中心となるように決定されたのです。

本物のスピリチュアル・ヒーリングを

目指して
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になり、これが免疫システムに打撃を与えるように

なります。継続したストレスや不安定な精神状態

が、病気を引き起こす最大の原因となるのです。

　肉体は本来、少しばかりの物質的な悪条件に対し

ては適応性を持っています。少々の悪い食べ物や化

学物質に対しても、体全体の維持システムによって

乗り越えていけるだけの能力を持っています。しか

し肝心な維持システムが十分に作動しないところで

は、物質的な悪条件（間違った食事・嗜好品・化学

物質）の影響をまともに受けて、肉体に異常をきた

すことになるのです。

　食生活を正すこと、適度な運動を欠かさないこと

は大切です。しかし、それだけで健康な肉体を維持

することはできません。霊と肉体全体がトータルと

してバランスを保っていなければ駄目なのです。霊

体と肉体の正しいバランスを取るためには、霊にエ

ネルギーが満ち、生き生きとしていなければなりま

せん。そのことは逆に言えば、心がより高い方向に

変化することによって病気が治る、ということを意

味しています。

　もし皆さんが、心の変化の重要性を無視して肉体

の病気だけを治そうと努力をしても限界がありま

す。肉体的な悪条件を取り除く努力（食生活改善・

適度な運動など）と同時に、心を高める努力を欠い

てはならないのです。新しい人生観・価値観を持つ

ことができて、初めて心は大きく変化することがで

きます。呼吸法や瞑想、催眠術は確かに精神レベル

で良い効果がありますが、最も深い心の世界（霊的

レベル）にまで至るものではないため、やはり限界

があります。呼吸法・瞑想法などは精神レベルにお

ける対症療法であって、根本療法とは言えません。

スピリチュアリズムにおける健康観・病気観  

　心霊治療について述べる前に、スピリチュアリズ

ムでは健康や病気をどのように考えているのか見て

いきます。健康の本質を知ったり、病気の原因を正

しく知ることは、心霊治療を深く理解するためにど

うしても必要です。

　スピリチュアリズムによれば、病気には二つの原

因があります。一つは、霊・精神・肉体の不調和、

すなわち霊と肉の関係のアンバランスです。このニ

ューズレターで何度も繰り返し述べてきましたが、

私達は霊（魂）と霊体と肉体という三つの部分から

構成されています。もし霊的要素が肉体的・物質的

要素に勝り、十分な霊的エネルギーが肉体に流され

ている時は、私達は容易に肉体をコントロールする

ことができます。そして肉体は摂理にそった自然な

状態に置かれることになります。そうした状況下に

あっては、神が私達の肉体に与えた健康を維持する

ための機能が健全に発揮されることになります。

　肉体には健康状態を保つための驚くべきシステム

が備わっています。ホメオスターシス（恒常性維持

機能）、免疫機能（外部の敵の侵入から身体を守る

機能）、自然治癒力（身体のバランスが崩れ病気に

なっても回復させる機能）という神が与えてくださ

った配慮（システム）によって、私達の肉体は健康

が維持されるようになっています。健全な霊性、霊

と肉の正しいバランス（霊主肉従・霊による肉体コ

ントロール）、肉体に対する正しい管理（栄養・運

動・休養）の諸条件が満たされる時、私達の肉体は

健康状態を保つことができるのです。

  病気とは、今述べた条件を欠いた結果生じるもの

です。霊（魂）のエネルギーが乏しくなり、霊と肉

体の関係がアンバランスになること（肉主霊従・肉

欲本能が霊性を支配）によって、あるいは肉体に対

する間違った使用や管理（間違った食事・運動不

足・過労・睡眠不足）によって、神が与えてくださ

った健康維持システムは十分な働きをすることがで

きなくなります。

　特に霊性の萎みと霊肉関係のアンバランスは、精

神状態を不安定にし、不必要にストレスを溜め込む

ことになります。ストレスへの対処能力を欠くこと

しぼ
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病気・不快・異常の原因は調和の欠如にあり

ます。健康とは全体の調和が取れている状態

のことです。身体と精神と霊との間に正しい

リズムとバランスが取れていることです。三

者の連繋がうまくいっていない時、どこかに

焦点の狂いが生じている時、自然の生命力の

流れが阻害されている時に病的症状が出るの

です。霊力が流れず、本来の機能を果たして

いないからです。　　　　　　　　　

　　　　　　〈シルバーバーチ９・１７１〉

病気は食べ物や飲み物だけで片づく問題では

ありません。精神的な要素と霊的な要素も考

慮しなければなりません。肉体に関わること

だけで霊を判断することはできません。不可

能なのです。たとえばタバコを止めたからと

いって、止められずに吸い続けている人より

霊的に上かというと、必ずしもそうとは言え

ません。霊性はその人の生き方によっておの

ずと決まるもので、第三者から見てどうのこ

うのと批判すべきものではありません。　　          

　　　　　　　　　　〈最後の啓示・７６〉

たとえば健康に良くないから肉は食べないと

いうだけでは、霊性は向上しません。呼吸器

に悪いからという理由でタバコを吸わないよ

うにしても、それで霊性が向上するわけでは

ありません。

そうではなくて、霊性を開発しようと決意

し、その開発に少しでも障害になるものは控

えるというのであれば殊勝なことです。大切

なのは動機です。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　〈最後の啓示・７６〉

　「霊と肉の関係のアンバランス」とそこから生じ

る「不必要なストレス」こそ、病気の最大の原因と

言えます。自分自身でストレスをつくり出し、自分

で自分の首を絞めているところに、「極度に偏った

食事」などの物質的悪条件が追い打ちをかけ、免疫

系などの健康維持機能を低下させることになってし

まいます。多くの現代人は、このように霊的方向か

らも物質的方向からも、自分で自分の肉体を痛めて

いるのです。

　性の放縦や飽食といった現代人の風潮は、まさに

本能に翻弄された姿と言えます。霊性が高い状態に

あり、霊と肉の関係が正常であるなら、人は肉体に

とって悪い影響を与えるものは自然と求めなくなり

ます。肝心な霊的な世界が欠落しているために、現

代人の多くは際限なく不健全なものを求め、体にと

って不自然な食べ物や飲み物に引かれるようになっ

ています。そして当然の結果として、病気を蔓延さ

せているのです。

　食生活を健全なものにすることは、すでに不自然

さになじんでいる多くの現代人にとってストイック

な生き方と厳しさが要求されることになります。そ

れはまさに霊的修行とも言えますが、実はそれこそ

現代人にとっての魂の鍛練の良いチャンスなので

す。食事を正常化するための努力は、霊的な努力の

一部と言えます。人が健康であるためには、霊と肉

のバランスを維持すると同時に、あまりにもひどい

肉体に対するマイナスの物質的条件（その最大のも

のが間違った食生活）を是正しなければなりませ

ん。肉体を霊の健全な道具として使うためには、手

入れが必要なのです。
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さまざまなヒーリングと心霊治療のメカニズム

　私達は構成要素の観点から見た時、「霊（魂）・

霊の身体・肉の身体」から成り立っていると言えま

す。また意識の観点を中心として見る時は、「霊・

霊的心（精神）・肉的心（本能）」から成立してい

ると言えます。私達はこのように、三つの要素が一

体となった三位一体的な存在と言うことができま

す。

　病気とは、この三者の関係がバランスを欠いて全

体が摂理に一致できないところに生じるものです。

特に三要素の中で、最高次元にある“霊”がエネル

ギーを枯渇させて、霊としての十分な働きができな

い時、霊と肉の健全な関係は崩れ、肉体に異常が生

じるようになります。霊のレベルでの問題は精神レ

ベルでの問題をつくり出し、それがさらに、最も低

い次元の肉体に問題を引き起こすことになります。

一般には肉体の異常さだけを病気と考えています

が、実は霊的にも精神的にも問題は生じているので

す。そして、それが肉体の病気以上に重要な問題な

のです。

 私たちは基本的には霊的観点から人間を見ま

す。霊が正常であれば精神も正常であり、従

って肉体も正常となります。その反対ではな

いのです。つまり肉体が正常になれば精神も

霊も正常になるというものではないのです。

霊がすべてを統率しています。　　　　　

　　                         〈最後の啓示・７１〉

＊シルバーバーチの言う、霊・精神・肉体の「三位一

体」についての詳しい説明は複雑になりますので、ここ

では省略いたします。いずれ今後のニューズレターで取

り上げる予定です。

  さて、もう一つの病気の原因は、前世でつくり上

げたカルマです。再生の目的は類魂全体の向上のた

めに新しい地上体験を積むことにありますが、それ

と同時に再生には、個人として前世でつくった悪い

カルマを償って消滅させるという、もう一つの目的

があります。悪い地上的カルマが残っている限り、

それは霊界での向上の足枷となります。そしてその

悪いカルマは、カルマをつくった同じ地上世界でそ

の内容に匹敵するだけの苦しみを味わって、初めて

消滅させることができるようになっています。

　苦しみの内容は人それぞれに異なっています。身

体の不自由や人間関係のトラブルに苦しむ人もあれ

ば、仕事や金銭上の苦しみを味わう人もいます。病

気はそうしたさまざまな苦しみの一つなのです。苦

しい体験や困難は多くの場合、再生に先立って自ら

選択することになります。それが地上人生において

必要な時に、タイミングをずらすことなく正確に生

じてくるのです。そのようにして起きた病気の場合

は、その苦しみが、本人の魂の向上のための重大な

きっかけとなるということです。病気を通じて、カ

ルマ清算の道が開かれるということです。

　さて、そうした病気を通じてのカルマ清算の道が

霊界において予測されていても、時によっては、病

気として現象化する前にそのカルマが消滅すること

があります。本人が徹底して内省的努力を重ね、常

に霊主肉従を心がけるといった場合には、克己の努

力にともなう苦しみを通じて、あるいは自己滅私の

愛の実践を通じて、カルマが消滅するようになりま

す。しかし、こうした積極的なカルマ消滅の道を歩

める人はめったにいません。結局大半の人々は、病

気の苦しみを体験するという形でカルマを清算する

ことになります。

どうしても避けられない要素の一つに患者の

カルマ（宿業）の問題があります。当人の霊

的成長の度合いによって決められる精神と身

体の関係です。

                   〈シルバーバーチ２・１９３〉

あしかせ
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　次にそれぞれについて見ていきましょう。

①肉体レベルへのヒーリング   

　これは治療師（ヒーラー）自身の肉体エネルギー

（生体磁気ともいい、気功や導引などの中国医学で

いう“気”はこれに相当する）を患者に与えるもの

です。単純な手当療法やハリ、指圧なども同じ原理

による治療です。ヒーリングと言っても、働きかけ

るのは肉体レベルに過ぎないため、単に症状を抑え

るといった程度のものになります。それを病気が治

った、病気に効くと言っているのが大半のケースで

す。西洋医学の対症療法とは異なっていても、こう

した肉体レベルだけの治療は、どこまでも対症療法

の域にとどまっています。

②精神レベルへのヒーリング

  精神への直接的な働きかけによって、幽体レベル

にその影響力を与えることができます。精神が肉体

に及ぼす影響力の強さについては最近の医学でも認

められ、心身相関医学や精神神経免疫学といった新

しい医学の分野が確立されるようになりました。精

神レベルへの治療は、肉体より上位レベルに向けて

働きかけをするという点で、生体磁気治療よりは効

果的と言えます。但し、このレベルのヒーリングで

は、霊界にいる医者（霊医）の関与はありません。

　信念やイメージによって肉体の病気を克服した

り、暗示やプラシーボを用いての治療が最近よく行

われるようになってきました。またヨーガの影響を

受けて、瞑想や呼吸法による精神レベルへの働きか

けが広く行われるようになってきました。ヨーガの

行は健康法として注目され、ヨーガ行者の超常能力

は現代人に驚きを与えましたが、この能力はどこま

でも精神レベル（サイキックレベル）のものです。

肉体に属する部分の能力なのです。このレベルでの

治療は治療家自身のエネルギーを用いるものであっ

て、霊界とは無関係です。

  こうした精神レベル・サイキックレベルでの治療

が成立する時、その治療師は「サイキック・ヒーラ

ー」と呼ばれます。サイキック・ヒーリングの方法

は、祈祷・手かざしなどですが、働きかけに用いら

　最も根本的な治療は、最大の原因である“霊”そ

のものに向けての働きかけ、霊と肉の関係のアンバ

ランスを是正するものであるということになります。

霊を無視して精神レベルへの直接的働きかけも可能

であり（催眠療法・暗示療法など）、それはそれなり

の肉体への良い結果をもたらします。しかし、そうし

た治療は中途半端なものであり、やがて病気のぶり

返しや別の症状として現れることになります。また

霊や精神を無視した肉体レベルだけへの働きかけ

は、根本的な治療からはおよそ懸け離れています。

  現在の西洋医学は唯物医学であり、まさに肉体だけ

に働きかける治療法です。片輪の医学と言うべきも

のです。最近、急に脚光を浴びるようになったホリス

ティック医学は、精神レベルまでを含めたより進歩

した医学と言えますが、それでもまだ霊的レベルに

まで至っているわけではありません。過渡的な医

学、霊的レベルに至る前段階の医学と言うべきもの

です。

　このように人間には、霊的レベル・精神レベル・肉

体レベルの三つの要素があるため、治療もそれぞれ

のレベルにおいて可能となるのです。こうしたことは

心霊治療についてもそのまま当てはまります。すな

わち心霊治療には、働きかける対象レベルによって

三種類のヒーリングが存在することになります。

        

同じく治療といっても、物質次元の磁気的な

ものがあり、幽体を使用した心霊的なものが

あるのです。さらにその上に、霊界の高い界

層からのエネルギーによる治療があります。

これをスピリチュアルと呼びます。　　　　

　　　　　　　　〈最後の啓示・２０４〉

エネルギーには無限の段階があります。その

頂点には大霊がおわします。そして物質はそ

の最下位に位置します。治療はその階梯のど

の段階においても行えます。どの段階になるか

は治療家の霊性の高さによって決まります。      

　　　　　     　　〈最後の啓示・２０５〉
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の松果体や太陽神経叢をヘて体内に流れ込み、患者

の魂ならびに全身に行き渡ることになります。すな

わち霊的エネルギーが、霊界の医師（霊医）→地上

のヒーラー→患者というプロセスをへて流され、そ

の結果、患者の霊（魂）が癒され、精神・肉体が癒

されることになります。

　またスピリチュアル・ヒーリングでは、こうした

地上のヒーラーを介しての霊的エネルギーの流入と

は別に、霊界の医師達が霊的エネルギーを直接患者

の意識の中枢に送り、魂に備わっている治癒力を刺

激して、肉体の病気を治すということも行われま

す。この場合は患者の潜在意識を利用して、健康な

時と同じ生理反応を生じさせて、失われた機能を回

復させることになります。

        

大きく分けて、治療には二通りの方法があり

ます。一つは治癒エネルギーの波長を下げ

て、それを潜在エネルギーの形で治療家に届

けます。それを再び活エネルギーに還元し

て、あなた方治療家が使用するという方法で

す。もう一つは、特殊な霊波を直接患者の意

識の中枢に送り、魂に先天的にそなわってい

る治癒力を刺激して、魂の不調、すなわち病

気を払いのける方法です。

　　　　　　　　　　　〈愛の絆・１４６〉

        

使用するエネルギーによって異なります。信

じられない方もいらっしゃるかも知れません

が、いにしえの賢人が指摘している“第三の

目”とか太陽神経叢などを使用することもあ

ります。そこが霊と精神と肉体の三者が合一

する“場”なのです。これ以外にも患者の潜

在意識を利用して、健康な時と同じ生理反応

を起こさせることによって、失われた機能を

回復させる方法があります。　　　　　　　                                                              

　　　　　　　　　　　〈愛の絆・１５１〉

れるエネルギーは肉体次元のエネルギー（サイキッ

ク次元のエネルギー）です。そのエネルギーはヒー

ラーから発するもので、ヒーラーのサイキック能力が

その力の度合いを決定します。ヒーラーの人格とは

係わりありません。このレベルでの治療は、この後に

述べるスピリチュアル・ヒーリングと比べて、極めて

表面的なレベルの治療と言えます。根本的な治療に

は至っていないため、精神レベルでの活性が乏しく

なるにつれ、症状が現れてくることになります。すな

わち病気のぶり返しがあるということです。

＊宗教に入って熱心に活動するようになって病気が治っ

たという話をよく聞きます。またクリスチャンサイエン

スにおいて、信念によって病気が治るといったケースが

たびたび取り上げられます。こうしたものは信仰治療な

どと呼ばれることがありますが、その大半は、やはり精

神レベルにおいて治療効果が発現されたものと言えま

す。自分自身で精神レベルに刺激を与え、治癒力を高め

たということです。

③霊的レベルへのヒーリング

  三つ目の心霊治療は、本当の意味での「スピリチ

ュアル・ヒーリング」です。これまで述べてきた二

種類のヒーリングは、どこまでも地上のエネルギ

ー・治療師個人のエネルギーを用いてのものでした

が、ここでの治療は純粋な霊界のエネルギーを使用

してのものです。患者の霊的レベルに直接働きかけ

ることになります。これは治療の方向が上から下へ

なされる、つまり霊界から地上へ向けてなされると

いうことです。それに対して先に述べた二つのヒー

リングは、地上という平面レベルでの治療、肉体か

ら精神という下から上へ向けての治療であるという

ことになります。これがスピリチュアル・ヒーリン

グと他のヒーリングの根本的な違いです。

　またスピリチュアル・ヒーリングにおける治療の

主役は霊界の医師達であり、地上のヒーラーはあく

まで道具です。この点も根本的に異なっています。

霊界の医師達によって送られてきた治療エネルギー

が、いったん地上の治療師の身体を通過して波動が

下げられます。そのエネルギーが治療師から、患者
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精神はあくまで魂の道具にすぎません。した

がって魂が正常になれば、おのずと精神状態

も良くなるはずです。ただ、魂がその反応を

示す段階まで発達していなければ、肉体への

反応も起こりません。魂がさらに発達する必

要があります。つまり魂の発達を促すため

の、さまざまな体験をしなければならないわ

けです。それには苦痛が伴います。　　　　

　　                    　　〈愛の絆・１３４〉

治療の成功・不成功は、魂の進化という要素

によって支配されております。それが決定的

な要素となります。いかなる魂も、治るだけ

の霊的資格がそなわらないかぎり、絶対に治

らないということです。     　　　　　　　

　　　　　　　　　　　〈愛の絆・１３０〉

　スピリチュアル・ヒーリングにおいて次に大切な

要因は、地上のヒーラーの内容です。ヒーラーの霊

的レベルが高ければ高いほど、受けた霊的エネルギ

ーを、純粋さを保って患者に流すことができるよう

になります。ヒーラーの霊性によって霊的エネルギ

ーの質のレベルが左右されるということです。霊的

なものに関しては、常に量より質が問題となります。

日常生活を正し、常に自分自身に対して厳しく臨む

と同時に、霊的真理によって自分の考え方や心境を

高いところに置く努力が必要です。そうした自己コ

ントロールができて初めて、より良い霊界の道具・

コンデンサーとなることができます。自分を無にし

て霊の道具に徹し、神の愛で患者に接する時、高い

質の霊的エネルギーを患者に注ぐことができるので

す。このようにスピリチュアル・ヒーリングでは、ヒ

ーラーの人格が大きな影響力を持っています。

　以上がスピリチュアル・ヒーリングのメカニズム

ですが、誰に対してもこうした治療が可能になるわ

けではありません。こうしたスピリチュアル・ヒー

リングが成り立つためには不可欠な前提条件があり

ます。その絶対条件とは、何よりも患者自身が、ヒ

ーラーを通じて送られてくる霊的エネルギーを受け

られる状態にあるということです。患者の魂が、送

られてくる霊的エネルギーに反応を示すところまで

進化しているかどうかということです。もし患者の

魂がそこまで至っていないならば、肉体への反応は

生じません。病気は治りません。魂が一定のレベル

にまで至っていることが何より重要なのです。

　その魂の成長のためには、シルバーバーチが再三

述べているように、苦しみの体験が必要とされま

す。苦しみを克服していくプロセスによって霊的浄

化が進み、霊的に向上するのです。それは同時に悪

いカルマを消滅させ、魂が霊的エネルギーを受容で

きる状況をつくり出すことになります。カルマが清

算されていない段階では、どのような心霊治療も功

を奏しません。このように病気はカルマを清算する

ための一つの有力なプロセスであり、病気による苦

しみをへて霊的浄化が終了し、カルマが消滅すれ

ば、魂が霊的エネルギーを受け入れられるようにな

るのです。そうした段階に至った人が、背後霊によ

って、その病気を取り除くことのできる治療家のも

とに連れてこられることになります。患者にとって

はそうしたヒーラーとの出会いは、病気が癒される

時であると同時に、霊的世界に対する目覚めのチャ

ンスを迎えたことにもなるのです。

　このようにスピリチュアル・ヒーリングにおいて

は、病気が治るか治らないかの絶対的な要因が患者

自身の霊的レベルに置かれています。これがスピリ

チュアル・ヒーリングの成功・不成功を決定する最

も大きな要因となるのです。
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はかつての米国人には効果的でしたが、現在では彼

らに対してさえも、すでに十分には適応できないも

のとなっています。

 それを扱う、知識と経験と理解の深い者が、

こちらで待機しております。そちらの化学者

や科学者に相当します。その者たちが、この

霊力を各種の病気に合わせて特性をもたせる

技術の開発に、いつも取り組んでおります。

そのチャンネルとなる治療家を通して、病気

のタイプに合わせて“調剤”する実験も行っ

ております……最終的には治療家のもとを訪

れる患者によって、一つひとつ異なるプロセ

スがあると思ってください。その際、患者の

オーラが診断の大きな参考になります。それ

が精神状態と霊的状態を物語ってくれるの

で、それをもとにして、今述べた治癒エネル

ギーの調剤が行われます。　　　　

　　　　　　　　　〈最後の啓示・１８８〉

＊ブラジルやフィリピンなどでは、素手や錆びたメスを

用いて肉体の患部を取り除く心霊治療家のいることが知

られています。痛みを伴うことなく素手を体内に差し込

み、手術が終わると患部を手でなでるだけで傷口がきれ

いに塞がってしまうのです。まさに奇跡的ともいうよう

な驚くべき心霊手術が行われています。こうした霊的手

術を実際に行うのは霊界の医師であって、地上の治療師

はその道具として使われているにすぎません。霊界の医

師が主役となる典型的なスピリチュアル・ヒーリングと

言うことができます。

　しかし同じ霊界の医師が関与するスピリチュアル・ヒー

リングと言っても、これまで述べてきた心霊治療とは、そ

の方法があまりにも違っています。常識では考えられない

ような奇跡的な手術を目の当たりにした人々は、こうした

心霊手術の方が、欧米で行われているスピリチュアル・ヒ

ーリングより、はるかに高い治療効果を上げているかのよ

うに錯覚してしまいます。

  実はこうした見た目に派手な心霊治療は、そこに住む人々

それを受け入れる能力をお持ちのあなた方に

できることは、その能力をさらに発達させる

こと、つまり受容能力を増し波長を高めるこ

とだけです。霊力そのものは無限に存在しま

す。それをどれだけ受け入れるかは、あなた

方自身の進化と発達の程度によって決まるの

です。あなた方を通じて流れる霊力の限界は

その受容能力によって決まるのです。　　　

　      　　　〈シルバーバーチ９・１９０〉

  スピリチュアル・ヒーリングにおいての主役は霊

界の医師達で、これが他のヒーリングと根本的に違

う点です。彼らは、霊界からただ一方的に地上に臨

んでいるわけではありません。霊界の医師達はいつ

も、患者の反応を見ながら試行錯誤の実験を繰り返

しています。次々と新しい治療エネルギーをつくり

出すことに全力を傾けています。それを地上に送り

届けることで、患者一人一人に合ったデリケートな

治療がなされるようになっています。スピリチュア

ル・ヒーリングにおいてはレディーメイドの方法は

存在しません。百人百様の治療法が準備されるので

す。スピリチュアル・ヒーリングは、常にこうした

霊界における想像を絶するような研究プロセスのも

とで進められているということを忘れてはなりませ

ん。霊界における治療技術は絶えず向上し変化して

います。こうした点から考えると、かつての心霊治

療の方法や内容に固執することが、いかに無意味な

ことであるかが明らかになります。

　スピリチュアル・ヒーリングはその時々、その人

その人にふさわしい形で処方されます。エドガー・

ケイシーのリーディングアドバイスはよく知られて

いますが、それはケイシー存命中の時代の米国人の

体質に合ったものです。そのため当時は効果を上げ

ることができましたが、現在そのまま適用するとい

うわけにはいきません。当時と比べ、現代人の体質

や生活スタイル、環境は大きく変化しています。霊

界においては、現代に適応する、その当時とは比べ

ものにならない技術が開発されていることも考慮す

べきです。エドガー・ケイシーの医療リーディング

さ

ふさ
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スピリチュアル・ヒーリングの四つの大原則

  ヒーリングに関して、私達がしっかりと知っておか

なければならないことは、巷で行われているヒーリ

ングと、スピリチュアリズムにおけるヒーリングは

全く次元が違うものであるということです。スピリ

チュアリズムに導かれ、今後さらに霊的なことに係

わっていく私達においては、「本物のスピリチュア

ル・ヒーリング」と「そうでないヒーリング」の明確

な区別ができなくてはなりません。高級霊界の意図

に忠実にそっていくために、スピリチュアル・ヒーリ

ングについて、もう一度確認しておきましょう。

　スピリチュアリズムのヒーリングとスピリチュア

リズム以外の一般のヒーリングでは、次のような点

で根本的な違いがあります。スピリチュアリズムに

おいて期待されるヒーリングの、四つの大原則を述

べていきます。

                                                                          

  まず一つ目は、スピリチュアリズムにおけるヒーリ

ングは、高級霊団の地上救済の歴史的大事業の流れ

の中にあるということです。その流れの中において、

役割を果たすために存在しているのです。全高級霊

界をあげての働きかけの末端を担っているというこ

とです。

　一般のヒーラーが目を見張るような治療実績を上

げ世間の注目を集めるようなことがあったとして

も、その立っている立場はスピリチュアリズムのヒ

ーリングとは根本的に違っています。スピリチュア

リズムのヒーラーは歴史的な大きな使命を背負って

います。何百億という高級霊を背景にしているスピ

リチュアリズムのヒーリングと、単に自分の力だけ

を背景にして、地上レベルだけの治療を行う一般の

ヒーリングでは、その価値は天と地ほどの違いがあ

ります。この点を、スピリチュアリズムのヒーラーは

常に自覚していなければなりません。この自覚がな

くなれば、たちまちこの世のヒーラーと同じところに

堕ちてしまいます。

の霊的レベルに合わせて演出されたものなのです。かつ

て二十世紀の初頭に、霊界の存在を知らせるために、さ

まざまな目を見張るような心霊現象が演出されました。

当時の人々にとっては、そうした派手な方法が最も効果

的だったからです。それと同様な理由で、現在ブラジル

やフィリピンにおいて派手な心霊現象が展開されている

のです。つまり霊的真理に至る前段階の心霊現象とし

て、演出効果の高い、人目を引く心霊治療が行われてい

るということなのです。もちろん心霊治療である以上、

治るべき時のきた人が治っているにすぎません。霊的法

則を無視した奇跡は何も起こってはいません。

　霊的真理を受け入れるだけのレベルに達した地域・民

族においては、そうした派手なスピリチュアル・ヒーリ

ングは不要です。もし霊的真理に触れられる状況にある

人が、好奇心に駆られてわざわざそうした治療を受けよ

うとするならば、せっかく高い霊的立場に立ちながら、

あえて低いものを求めるということになります。低俗な

物質レベルに留まるのと同じことになるのです。現在の

日本においては、そうした派手な心霊治療は必要ありま

せん。より高いスピリチュアル・ヒーリングを通じて、

霊的自覚をもたらすことが求められているのです。
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　率直に言って、すでにヒーリングに携わっている

方々には、この点で厳しく自戒されることを願いま

す。あまりにも表面上の治癒率にこだわっているよ

うなことはないでしょうか。

病気というのは霊的理解力をもたらすための

手段の一つなのです。そこでもしもあなたが

身体の病気は治せても霊的自覚を促すことが

できなかったら、あなたの責任ではないにし

ても、その治療は失敗だったことになりま

す。が、もしも魂に感動を覚えさせることが

できたら、もしも霊的意識に目覚めさせるこ

とに成功したら、あなたは医師にも牧師にも

科学者にも哲学者にもできないことをなさっ

たことになります。                 

　　　　　　　〈シルバーバーチ９・９９〉

     

心霊治療の目的はいたって単純です。魂の琴

線に触れるということです。身体は癒えても

魂が目覚めなかったら、その治療は失敗だっ

たことになります。たとえ身体は治らなくて

も魂に何か触れるものがあれば、その治療は

成功したことになります……患者に身体上の

好転が見られなくても少しも落胆することは

ありません。むしろ、身体上の病状は改善し

たのに、その患者が霊的な実在に何の関心も

見せなかった時こそ落胆すべきです。それが

病気が治るということの背後に秘められた究

極の目的だからです。   

　　　　　　〈シルバーバーチ９・１６９〉

  二つ目は、スピリチュアリズムのヒーリングと一

般のヒーリングでは、ヒーリングの目的自体が全く

異なっているということです。スピリチュアリズム

におけるヒーリングは、霊的真理を地上の人々に伝

えることを目的としています。単に病気を治すこと

がその目的ではありません。シルバーバーチはよ

く、病気が治っても霊的な目覚めがなかったらその

ヒーリングは失敗であると言っています。これはス

ピリチュアリズムのヒーリングの目的が、まさに病

気治しではないことを意味しています。ヒーリング

はどこまでも真理普及のための手段であるというこ

とです。人々に霊的自覚をもたらし、真理の普及に

貢献するために行われるのが、スピリチュアリズム

におけるヒーリングであるということです。

　それに対し、この世の一般のヒーリングの目的は

病気を治すことだけです。ヒーリングにそれ以外の

目的は見いだし得ません。それゆえヒーリングの成

功失敗は、病気がよくなったかどうかだけで判断さ

れることになります。そうしたヒーリングに携わる

ヒーラーの意識は、治癒率を上げることにのみ向け

られます。

　スピリチュアリズムのヒーラーがなそうとするこ

とは、ヒーリングを利用して魂を救うことです。霊

界が期待しているのは肉体の病気を治すことではな

く、患者の魂に変化をもたらすことなのです。

  もし、スピリチュアル・ヒーラーがこうしたしっ

かりした霊的観点に立っていないならば、病気が治

ったかどうかだけを気にする、この世のヒーラーと

同じことになってしまいます。伝道の手段としてヒ

ーリングをしているのだという意識を忘れたヒーラ

ーは、すでにこの世と同じ価値のないヒーラーに成

り下がってしまうのです。お金を取る取らないとい

う問題ではありません。お金を受け取らないことで

善人のポーズをとっているヒーラーは多いのです。

重要なのはそうした次元の問題ではありません。何

のためにヒーリングをしているのかということで

す。伝道という目的のための手段であるかどうかと

いうことなのです。霊的真理普及の手段となった時

のみ、ヒーリングは価値を持つのです。
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て初めて“傲慢さ”という人間的な煩悩を克服し

て、真実の謙虚さを保つことができるのです。心の

底からの謙虚さを持てるかどうか、これがスピリチ

ュアリズムのヒーラーと一般のヒーラーの根本的な

違いなのです。そうあってこそ、スピリチュアリズ

ムのすばらしさを世間一般の人々に示すことができ

るのです。          

治療家は背後霊団との最高の調和関係を目指

して日常生活を律すべきです。そうすれば必

ず良い結果が得られます。あなた方は身を正

すことだけを考えていてください。あとは私

たちがやります。援助の要請が拒否されるこ

とは決してありません……私たちが欲しいの

は、よろこんでその霊力の通路となってくれ

る道具です。                     

　　     　　〈シルバーバーチ９・１８９〉

ただひたすら使っていただくという気持で、

可能なかぎり理想を目指して努力していれば

よいのです。

　　　         〈シルバーバーチ９・１７４〉

　三つ目は、スピリチュアリズムのヒーリングと一

般のヒーリングでは、治療を行う主役が全く違うと

いうことです。スピリチュアリズムのヒーリングを

直接担当する主役は、霊界の医者（霊医）です。地

上のヒーラーはそのための“道具”にすぎません。

それに対し世間の一般のヒーリングでは、ヒーラー

自身が患者の病気を治す主人公になっています。そ

して渾身の力を振り絞ったり、念を集中するなどし

て治療に取り組みます。もっとパワーを上げるには

どうしたらよいのかと、いろいろなテクニックの開

発に知恵を絞ります。これらは全て、自分が治すの

だという自力治療・自力ヒーリングの実態を示して

います。

　スピリチュアリズムのヒーラーに要求されるの

は、道具としての姿勢です。自分が治すのではない

という謙虚さです。スピリチュアリズムのヒーラー

は道具以上に出てはなりません。「自分の全てをど

うぞ用いてください」と委ねる謙虚さが必要なので

す。それによって霊界から送られてくる霊的エネル

ギーの良き通過体となることができるのです。

  すでにスピリチュアリズムのヒーラーとして道を

歩んでおられる方々に、今もっとも深く自省してい

ただきたいのはこの点です。これまでの治療におい

て、自分が治すのだという思い上がりはなかったで

しょうか。もし、そういう意識が少しでもあるなら

ば、それはやがて自分自身の慢心につながり、霊界

に敵対する傲慢な思いをつくり上げることになって

しまいます。この世のほとんど百パーセントと言っ

てもよいほどのヒーラーは、この傲慢という魔性の

網の中にとらわれています。残念なことに、スピリ

チュアリズムのヒーラーを自称する方々の多くにも

それが見て取れます。スピリチュアリズムのためで

はなく、自分の名誉心と自己満足のためにヒーリン

グをしているような方々も見受けられます。

　スピリチュアリズムのヒーラーと真理を知らない

ヒーラーでは、“謙虚さ”という人格性において歴

然とした違いがなければなりません。自分は道具に

すぎない、自分は霊界の医者に使ってもらう立場で

ある、主役は霊界で自分はその手足にすぎないのだ

という自覚を持ち続けなければなりません。そうし
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治療に携わっているために心を醜くしている人が多

くいます。

  スピリチュアリズムのヒーリングに係わる者が、

そうした醜いヒーラーになってはなりません。正し

い霊的知識を持ち、純粋に道具意識に徹することに

よって、初めて正しいスピリチュアル・ヒーラーに

なれるのです。スピリチュアル・ヒーラーは決し

て、自分の治療の治癒率を声高に叫んだり自慢する

ようなことがあってはなりません。そうなったら一

般の真理を知らないヒーラーよりも、もっと醜いこ

とになってしまうのです。自分の実績だけを求め、

患者を自分の周りに囲い独占欲の対象とするような

ことにもなりかねません。

　四つ目の違いは病気観です。スピリチュアリズム

の霊的真理を通じて、私達は明確なカルマ観（因果

運命観）を持つことができました。それによって、心

霊治療自体の限界を知ることができます。実は心霊

治療の限界を正確に知るということは、心霊治療な

らびに病気についての最も深い知識を得たことを意

味します。一般的なヒーラーは、病気治癒の根本的

な法則を知っていません。私達はカルマによる病気

は、治るべき時期というものが決め手になっている

ことを知らされています。心霊治療によって病気が

治るのは、その時期がきていたからです。その人に

治るべき時期がきていなければ、どれほど多くのヒ

ーリングを受けても、どれだけ有名なヒーラーを回

っても治りません。このことは、治療家がどんなに誠

意を尽くして全力を傾けても、治らない病気もある

ということを意味しています。こうした心霊治療の

限界を知っていることこそが、最も深く心霊治療を

理解しているということになります。心霊治療にお

ける最も深い真理を知っているということです。

　もしこうした真理を知らなければ、ヒーラー自身

もやっきになって力を振り絞ったり、一人の患者に

固執するようになったり、病気が治らなければ自信

をなくしたりします。また患者にとっては次々とヒー

ラー巡りをすることになり、疲れ果てるだけの結果

に終わります。一般のヒーリングでは、いっとき治っ

たかのように見えた病気が再発するケースがほとん

どです。つまり病気のぶり返しですが、これでは本

当に病気が治ったとは言えません。世間に向けては

自分が治療したから病気が治ったと自慢しても、そ

の治癒率が低いことは、当の治療家自身が一番よく

知っているはずです。病気を治してあげたい、自分

が犠牲になっても治してあげたいという思いは純粋

ではありますが、すでにその中に傲慢さの芽が潜ん

でいます。やがてその芽が大きくなって、自分が

治すのだという自力的執念のみが心の中心を占める

ようになります。そして、いつの間にか自分の満足

のためのヒーリングにすり代わってしまうのです。

すでにその治療が自分の自己顕示欲の手段になって

いるのに、本人はまだ純粋に相手のためにやってい

るのだと思い続けているのです。このように、心霊
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神はいつの間にか、お金と名声の欲に汚され、最後に

はスピリチュアリストどころか、この世のレベルと比

較しても醜いと言わざるを得ないような事態になり

かねないのです。余程の高潔な霊性を持ち、厳しい

内面的努力・禁欲的努力を継続する人でない限り、

間違いなくヒーリングによって魂を汚すようになって

しまいます。

  実に残念なことに、こうしたヒーラーがあまりに

も多いのです。今、ヒーラーを自称しておられる方

は、金銭や性欲、名誉欲に潔癖でいらっしゃるでし

ょうか。

　また霊的真理の普及こそ、私達の最も優先的にな

すべきことである以上、ヒーラーとしての立場にこだ

わる必要はどこにもありません。ヒーラーであること

にこだわる心の奥には、自分は他人とは違っている

のだ、人より優れていて偉いのだという虚栄心・慢

心が巣くっていることが多いのです。すでにヒーリ

ングに携わっていらっしゃる方も、時には、果たし

て自分はヒーラーをやめて人目につかない所で、霊

的真理普及のために一生を捧げられるかどうかをチ

ェックしてみられることです。その答えが、偽りの

ない自分の謙虚さのレベルを示しています。そこま

での謙虚さがない限り、高級霊界の期待に応える真

のスピリチュアル・ヒーリングはできないのです。

スピリチュアル・ヒーラーにとっての“生命線”

  以上、スピリチュアリズムのヒーリングが他のヒ

ーリングと根本的に異なる四つの点について述べて

きました。これが本物のスピリチュアル・ヒーリン

グの大原則です。言うまでもなくこの四つの内容

は、スピリチュアル・ヒーラーにとっての“生命

線”になります。もし、この原則から逸脱するよう

なことがあるならその時は、スピリチュアリズムの

領域から外されることになります。自分のためだけ

に働くヒーラーは、高級霊界にとっては何の役にも

立たない道具と同じです。スピリチュアリズムのヒ

ーリングに携わるということは、それほどの厳しい

内容が要求されることなのです。

　繰り返し述べますが、ヒーラーにとっては「道具

としての謙虚さ」と「自己滅私的な奉仕性」こそ

が、すべての価値を決定するということです。患者

に多額の報酬を要求するなど論外です。ヒーリング

を通じてお金や名声を得ようなどと考えることは、

すでに心を低級霊に明け渡しているということで

す。どれほど口先で愛のすばらしさを語り真理を語

ったとしても、その愚かな行為が、すべてが偽物で

あることを表しています。語る言葉がヒーラーとし

ての価値を示しているのでなく、現実の行為がヒー

ラーとしての価値を明らかにしているのです。

　こうした基本をしっかり押さえた上で、さらに心

身を清く保つことを心がけなければなりません。日

常生活を聖別するということです。男性の場合は、

特に性欲との闘いに妥協しないように努力しなけれ

ばなりません。見るものを厳しく聖別し、清らかな

心境を取り戻すために、短期の断食や、徹底した深

い祈りの時を持つことが必要になります。毎日霊的

真理に触れ、心霊をアップさせることも必要です。

“霊主肉従”の努力が一般の人以上に要求される立

場であることを片時も忘れてはなりません。

　このようなストイックな生活を心がけられない人

は、本質的にヒーラーとしての資格を持っていない

ということです。自己コントロールのできない人、

自己の肉欲や本能の放縦に意識的に歯止めをかけら

れない人は、五年十年たつうちに、必ず自分の魂を

貶めることになります。出発時点における崇高な精
おとし
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具体的な心霊治療の実践方法

  これからの時代は、優れたスピリチュアル・ヒー

ラーが必要とされるようになります。もし皆さん方

の中で心霊治療に関心のある方は、一度トライして

みてはいかがでしょうか。スピリチュアル・ヒーリ

ングをするに当たっては、先に述べた四つの原則に

忠実であることが大切です。スピリチュアル・ヒー

ラーとしての基本姿勢を守ることが最優先されなけ

ればなりません。そうした原則をしっかりと踏まえ

た上で、具体的な実践に移ることができるのです。

  スピリチュアル・ヒーリングには決まった方法と

いったものはありませんが、初めて実践される方の

ために、最もオーソドックスな方法を示すことにし

ます。

  皆さんはヒーリングを始める前に、まず相手に次

のようなことを伝えておくことが必要です。「ヒー

リングは霊界の医者が主役であって、自分はその霊

的エネルギーの通過体にすぎない」「病気が治るか

どうかはカルマによる部分が大きいのでやってみな

ければ分からない」「同じヒーリングによって治る

人もいるし、治らない人もいる。時には一週間後・

一カ月後に急激によくなることもある」などです。

治療に臨む前に、相手に心霊治療についてしっかり

と理解してもらうことが重要です。

  次にお互いが瞑想をし、二人の心境を整えます。

その時、自分の体が霊医の送る光の通過体になるこ

とを心に強く描きます。「自分を通じて光を流して

ください。御心ならば、もしこの人に時がきている

ならば癒してください。そして霊的真理を知るチャ

ンスを与えてください」と祈ります。こうして、あ

なたと霊界にいる医師達との波動を一致させるので

す。最も深い祈りの世界に入っていくことができる

のが良いのです。

  それから実際の治療行為に移りますが、まず自分

の手を相手の体の一部に軽く触れます。どのような

触れ方でもかまいません。あるいは手かざしのよう

に体から手を離して、霊的エネルギーを照射すると

いったやり方でもかまいません。あなたが道具とし

ての自己滅私の心境を保つことが何より重要なので

す。

治療家に患者のオーラが見えるか否かは問題

ではありません。症状の診断ができるかどう

かも問題ではありません。そういうことにこ

だわってはいけません。要は霊が使いやすい

状態になることです。道具としてなるべく完

全になることを心掛けることです。完全な道

具としてマイナスの要素となる人間的弱点を

極力排除しなくてはなりません。そう努力す

ることで霊力が豊富に流れるようになりま

す。背後霊団との協調関係を決定づけるのは

治療家の日常生活です。

 　　　　　　〈シルバーバーチ９・１７９〉

心霊治療家にもサイキック・ヒーラーとスピリ

チュアル・ヒーラーとがあるわけです。後者の

場合は生活態度を可能なかぎり理想に近づけ

る努力をしなければなりません。能力はあって

も、それをどこまで開発するかは治療家自身の

責任です。それをいかなる目的に使用するかに

ついても責任があります。なぜなら、その能力

を授かったということは神の使節の一員である

ことを意味するからです。

　　　　　　〈シルバーバーチ９・１７３〉

 

よい治療家になる方法を教えてくれる書物は

ありません。ひたすら他人のために役立ちたい

と願い、こう反省なさることです“神は自分に

治病能力を与えてくださったが、果たしてそれ

に相応しい生き方をしているだろうか”と。こ

れを原理として生きていれば、治病能力は自然

に力を増し質を高めていきます。　　　　　

　　　　　　　〈シルバーバーチ９・１８０〉
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ります。心霊治療によって、一般に言う霊能が開か

れるというようなことがよく起こりますが、本人

（患者）がそれをコントロールできる限りにおいて

は何の問題もありません。

  しかし異常な興奮や緊張、硬直状態が引き起こさ

れるようなら、すぐに治療を中止すべきです。その

患者にとって、心霊治療はふさわしくありません。

またそれまでに憑依を繰り返し、精神病を患った人

への治療は避けるのが良いでしょう。そうした人に

対しては、“遠隔治療”にとどめておくのが賢明で

す。

  皆さん方の純粋さに応じて、霊界はきっと動き始

めるはずです。スピリチュアル・ヒーリングにおい

て私達がなすべきことは、たったこれだけのことで

す。大切なのは皆さん方の内面性の問題であること

は、今さら言うまでもありません。

　思い切って一度、身近な人への実践からやってみ

られたらどうでしょうか。もし本当にヒーラーとし

ての道があなたに準備されているなら、何らかの形

でその道が展開してくるはずです。真剣な道具とし

ての姿勢で治療に取り組むたびに、霊界からの働き

かけは強くなり、より多くのエネルギーがスムーズ

に流れるようになります。あなたの内面の向上につ

れて、霊界側は高い質のエネルギーを与えることが

できるようになります。質の高さこそが、ヒーラー

の上下を決定します。百人の低級霊媒が一人の高級

霊媒に太刀打ちできないように、百人の低級ヒーラ

ーよりも、一人の内面性の優れたヒーラーが力を発

揮するのです。

 

　ヒーラーにとって、チャクラに対する知識が必要

であるかのごとく言う人がいますが、決してそうい

うことはありません。霊界のエネルギーが自分をへ

て相手に入り、魂・精神・肉体を癒すということさ

え理解できれば、それで十分です。（＊古代インドの生

理学におけるチャクラの解釈は適切ではありません。正しくは霊

体と肉体の接点がチャクラということです。）

  リラックスした状態を維持するために、相手には

軽く目をつむってもらうのが良いでしょう。そして

霊のエネルギーが自分（ヒーラー）を通じて流れ込

んでいることを、イメージしてもらいます。リラッ

クスできるならば、相手は椅子に座っていても、ソ

ファーに横になっていてもかまいません。

　時間は１０〜２０分くらいから始めれば良いと思

います。時にはヒーリングに入る前に、話をしただ

けで病気が癒されてしまうといったようなことも生

じるかもしれません。治療にどのくらいの時間を当

てればよいのかは、慣れるに従い自分の直感で分か

るようになってくるはずです。すべてはケースバイ

ケースで進めることです。その日は何も変化がなく

ても、２、３回は治療してみるのが良いでしょう。

　「遠隔治療」もこれと全く同じ要領で行います。

相手本人からの依頼、あるいは親族・知人からの依

頼があなたに寄せられたことによって、あなたと相

手との霊的なつながりが、すでに出来上がっていま

す。たとえその相手と一面識もないようなケースで

も、あなたに依頼があったということは霊的パイプ

が成立していることを意味しています。後は、あな

たがその人のことを思うだけで、その霊的パイプに

そって、あなたの肉体をへた霊的エネルギーが相手

に届くようになります。

  あなたが背後の霊医と通じてエネルギーを受ける

時、あなたの心もリラックスするでしょう。そし

て、あなたをへてそのエネルギーを得る患者は、エ

ネルギーが温かさとなって体のすみずみまで行き渡

るようになります。霊的エネルギーが温かさとして

感じられるのです。

  心霊治療の過程においては時に、患者の霊眼が開

かれ、霊的なスクリーンが見えるようになることも

あります。霊の声が聞こえるようになるケースもあ
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ような姿勢は、決してとってはなりません。

＊霊界の導きを頼りに、時期のきた人との出会いのチャ

ンスを待ち望む伝道もあれば、スピリチュアル・ヒーリ

ングを通じて、その中から時期のきた人を選ぶというの

も一つの伝道の方法です。

　ただヒーリングの場合は、何としても病気を治して欲

しいという気持だけでくる人が大勢いて、どの人にも同

じように誠意を尽くさなければなりませんので、スピリ

チュアリズムを伝えるという点では効率が悪いとも言え

ます。但しこれについては、“ヒーリング”というだけ

で特別すぐれたことであるかのように勘違いする方が多

いので、述べたまでです。

  聖書の中に次のような一節があります。「たとい人が全

世界をもうけても、自分の命を損したら、何になろう

か」（マタイ16章・26節）　　この言葉がそのまま戒め

となるのは、まさにスピリチュアル・ヒーラーにおいて

なのです。

生み出す結果は驚異的でも、技術的にはきわ

めて単純です。患者がいて、治療家がいて、大

霊がいます。その大霊の生命力である治癒エ

ネルギーが治療家の霊的能力を通して患者の

霊体に届けられる　　それだけのことです。

本質的にはそれが全てです。神秘もなければ

魔法もありません。自然法則の働きがあるだけ

です。ただ、治癒エネルギーには無限の可能

性があるということです。その治癒エネルギー

の流入を規制するものは何かといえば、治療

家の資質、その治療家が到達した霊的進化の

程度です。霊性が高ければ高いほど、それだ

け受容力も高まります。　　　　　　　                         

　　　　　　　　　　〈最後の啓示・７０〉

　スピリチュアル・ヒーリングは原則として無報酬

で行うべきです。プロのヒーラーを目指す必要はあ

りません。どこまでもボランティアですべきです。

なぜならば、自分から報酬を求めることが、その人

の物欲的本能を刺激し、やがていつの間にか、心が

お金に翻弄されることになるからです。この誘惑を

乗り越えているヒーラーにはめったに出会うことは

ありません。そのため最初から純粋なボランティア

として実践することを勧めます。　

　高い心境を保ってヒーリングに携わるなら、やが

て霊界の働きかけによって治るべき時期のきた人

が、あなたのもとに導かれてくるようになるでしょ

う。評判を聞き付け、多くの人々が寄ってくるよう

になるかもしれません。そうした時、相手がどのよ

うな人間であっても、霊界の道具として誠意を尽く

さなければなりません。人を選り好みするようなこ

とがあってはなりません。

  さらには押し付けるように真理を語ったり説教し

てはなりません。相手の方から真理を求めてくる、

霊界について質問してくる　　その時こそ、あなた

が相手の魂に働きかけるチャンスなのです。伝道に

ついては言うまでもないことですが、シルバーバー

チが教えるように、「軽くドアーを押してみる」の

です。真理を聞かなければ治療をしたくないという
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　さて精神病の多くには“カルマ”が関係していま

す。前世でつくり上げたカルマによって霊と肉との

バランスが大きく崩れ、自己コントロールによって

正常な状態を維持することが難しくなっています。

さらに霊媒体質がこれに付け加わって憑依が頻繁に

引き起こされるようになるのです。しかし、こうし

たハンディーを背負った人も、霊的真理に基づく内

省的努力を欠かさなければ病気にまで至ることはあ

りません。けれど現実には、そこまでの努力を実行

できる人はほとんどいません。

　精神病は本人に多くの苦しみを与えることによっ

てカルマの償いをさせると同時に、その人に係わる

家族・知人にとってもカルマ清算のための道、必要

な苦しみの道になっています。むろん精神病に対し

ても心霊治療を施すことができます。カルマが償わ

れて時期のきた人ならば、心霊治療によって精神病

は完璧に治癒することになります。しかも、そうし

た場合は二度とぶり返すことはありません。しかし

大半の精神病患者はその時期にまで至っていないの

が実情です。本人の霊肉のアンバランスが大きく、

正常な精神状態を保てない時は、病院に入れるなど

の具体的な方法を優先すべきです。

除霊と精神病について

  世間ではよく、病気の原因を霊の障りや憑依と結

び付けて考えます。何代も前の先祖の霊が地獄に堕

ちて苦しんでいるのが災いとなっている、何体もの

霊が憑いている、水子の霊が祟っている、といった

ことなどです。そして、こうした霊を取り除くこと

（除霊）によって、病気や不幸が消え去るというの

です。このような除霊は、多くの新興宗教や巷の祈

祷師や霊能者によって行われています。一般の日本

人の考える心霊治療とは、この除霊を指すことが多

いようです。

　しかしそこで言うような、霊の障りによって病気

になるとか、除霊によって病気が治るというのは事

実ではありません。確かに低級霊によって病気が引

き起こされることもありますが、その多くは精神病

に限ってのことです。霊が原因となる病気は一般に

言われるほど多くはありません。その大半は、ニセ

霊能者やニセ治療師が人々の無知に付け込んで言っ

ていることに過ぎません。除霊は本来の心霊治療と

は何の関係もありません。

  霊の働きかけは地上人の心の内容に相応している

ことを思い出してください。霊肉のバランスが崩れ

て精神的に極度に不安定な状態にある人、あるいは

霊現象に異常に興味を持ったり霊現象を恐れたりす

る人、極度に肉欲的・本能的な人、酒やドラッグに

溺れて正常な理性を失っている人、あるいは霊的体

質で多くのオーラを発散している人に対して、低級

霊は近づき接触を図ります。要はその人の心の内容

や状態が低級霊を引き付けることになるのです。低

級霊や悪霊に働きかけられる大半のケースは、その

人の心の持ち方・考え方に問題があるということで

す。

　当然のことですが、霊に必要以上に関心を向け

ず、常に心を正そうと内面的な努力をしている人は、

低級霊の働きかけを恐れたり心配する必要は一切あ

りません。私達地上人に対する低級霊の働きかけや

からかいは絶えず行われていますが、そうしたもの

は取るに足りないことなのです。高い心境にある人に

は、近づくことさえできません。心の中で向こうに行

きなさいと言えば、すぐにその場を離れるのです。
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　精神病患者の家族の多くは、救いを求めて新興宗

教や霊能者のもとに走ります。そこで霊的なエネル

ギー（オーラ）を照射すれば、憑依している低級霊

は一時その場を離れることになります。すると、そ

れを病気が治ったかのように錯覚してしまいます。

治療師も家族も病気が治ったとばかり思ってしまう

のですが、それは一時霊が離れたということにすぎ

ません。患者本人の心が、低級霊を跳ね返したり近

づけないだけの霊的な力とエネルギーを持てない限

り、再び低級霊の働きかけを受けたり憑依されるこ

とになります。病気がぶり返し、何度も同じことを

繰り返すことになってしまいます。これが世間一般

に行われている除霊の実態です。

　除霊においてカルマが消えることは決してありま

せんし、根本的に病気が治ることもありません。そ

れどころか低級霊にますますからかわれるようにな

り、事態はさらに悪化することになります。霊への

間違った関心と恐れが、低級霊にいっそう付け込ま

せるチャンスを与えることになるのです。

  カルマによって生じた病気は、精神病に限らず、

一定の期間、苦しみを甘受することが必要です。苦

しみによる「心の浄化・霊的向上」というプロセス

をへて、初めてカルマを消滅させることができるの

です。霊能者に頼ることより、じっと苦しみに耐え

ることの方が、はるかに合理的で賢明な道なので

す。霊についての本質的なことは何も知らない霊能

者の言葉をまともに信じてはなりません。金儲けに

からんだ除霊は、一切相手にしないことです。ます

ます悪い結果をもたらすことになります。
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　そのような、質問者にすべての責任を負わせるよ

うな答えは、実は単なるきれいごとにすぎません。

それは人間の「霊性」に対する無知から出たアドバ

イスと言わざるを得ません。ある点では回答者の極

めて無責任な姿勢を示すものです。

　ではスピリチュアリズムの観点に立った時、そう

した問題についてどのように考え対処したらよいの

でしょうか。

　まず人間は、夫婦といえども霊的な成長レベルが

異なるということをしっかりと認識しなければなり

ません。いかに仲の良い夫婦であっても、また同じ

宗教の信者同士であっても、心の深部に至るまで一

致しているようなカップルはめったにいません。ま

してやスピリチュアリズムという高い次元における

一致ということになると、さらに状況は厳しくなり

ます。その霊的ギャップは、２０〜３０年かかって

も埋め合わせることは難しいのが普通です。あるい

は一生かけても、二人が同一点に立つことはできな

いかもしれません。たとえ夫婦であっても、霊的成

長の度合い（霊性のレベル）が違えば、真理を共有

することはできないのです。　

　ゆえに、あなたがどれほど純粋なところから配偶

者にスピリチュアリズムを理解させたいと願って

も、相手がそれを受け入れるだけの霊的レベルにま

で至っていない限り不可能なのです。もし幸いに、

相手が真理を受け入れることのできる直前のレベル

にまで至っている場合には、数年後にスピリチュア

リズムを理解できる時がくるかも知れません。

  霊的成長については、その本人が自分自身で成就

していくしか道はありません。他人の霊的成長をあ

なたが促すことはできませんし、相手の未熟さの責

任をあなたが負う必要もありません。成長はすべて

その本人自身がなすべきことであって、責任も本人

みずからが負うべきことなのです。従って、あなた

はあなたとしてご自分の霊的成長の道を歩んでいけ

ばよいのです。

質問　１

　自分は長年スピリチュアリズムを心の拠り所とし

ていますが、妻はスピリチュアリズムに対して全く

理解がありません。すでに高齢になっているのに、

妻と同じ考え方ができないのが残念でなりません。

何とかして妻にもスピリチュアリズムを理解させ、

共に同じ考えを持って歩みたいと願っています。ど

のような働きかけをしたらよいのでしょうか。

答え

　「妻にもぜひスピリチュアリズムを理解してもら

いたい」という思いを持つのは、スピリチュアリズ

ムに先に導かれた者としてごく自然のことです。質

問者はこれまで、一人でも多くの人にスピリチュア

リズムを伝えようと、ご自分の人生を捧げてこられ

ました。そうした真剣さがあればこそ、最も身近な

配偶者・家族からの不理解や反対には、本当にいた

たまれない思いを味わっていらっしゃることでしょ

う。何とかして分かってもらいたい、分からせたい

と思うのは、スピリチュアリズムに対する質問者の

熱意と心の純粋さを反映しています。　

　さて他の宗教ではこういうケースに対して、おそ

らく次のような答えが与えられるはずです。「あな

たの熱意が足りなかったから奥さんの理解が得られ

ないのです」とか、「相手の永遠の生命を考える真

剣さがあなたになかったために、いつまでもこうし

た状態が続くのです」とか、「あなたに真の愛情が

なかったことが反映して、相手の心と一致・調和で

きないのです」

　こうした答えは、一見、内省的でもっともらしく

聞こえます。どんな人間にも足りなさはあり、自分

自身の内容に自信を持てる人はおりません。そのた

め、そうしたアドバイスを受けると、真面目な人間

であればある程、非は自分にあるかのように感じて

しまいます。そして以前よりいっそう苦しみ、落ち

込むようになります。

皆さんのご質問にお答えして　
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ります。しかしそうした争いは、二人がともに高い

世界に至る一つのプロセスなのです。お互いが低い

世界に安住して仲良しでいるより、たとえ夫婦の間

に波風は立っても、それぞれが霊的に成長すること

こそが、スピリチュアリズムにおいては最も重要な

ことなのです。

質問　２

『シルバーバーチの霊訓』（2・101）の中で、交霊

会の参加者の質問に対してシルバーバーチが、「あ

なたはすでに十回以上生まれ変わっています。２世

紀以上前に英国での前世があります」と述べていま

す。このシルバーバーチの言葉は、他の箇所で再生

について語っているシルバーバーチ自身の説明と矛

盾しているように思いますが、どのように考えたら

よいのでしょうか。

答え

　シルバーバーチの言葉を文字通り受け取るなら

ば、ご指摘の通り、シルバーバーチが他の箇所で何

度も語っている再生についての説明とは、食い違い

があると言わざるを得ません。常にダイヤモンドの

例を引いて、現在（地上）の人物像（パーソナリテ

ィ）は前世にも次世にも存在しないことを強調して

いるシルバーバーチの内容とは矛盾しています。し

かしここに、シルバーバーチの霊訓を読むに際して

の、私達に対する良い教訓があるのです。

　相手が真理を受けられないからといって、それは

あなたの責任ではありません。あなたの愛が足りな

かったためでもありません。もし夫婦の関係があな

たに苦痛を与えるものであるなら、あなたに「魂の

訓練場所」が与えられていると考えるべきです。あ

なたが先にスピリチュアリズムを受け入れたという

ことは、間違いなく、あなたが霊的に上の立場に立

っているということです。それはあなたに、寛容な

心を持つ訓練の場が与えられたということを意味し

ています。まさに地上ならではの訓練場が与えられ

たということです。

　いまだ霊的真理を受けられない配偶者のために、

あるいは絶えず嫌みを言い続ける配偶者のために、

あなたは毎日、相手の知らない所で祈り続けること

が必要です。霊的に上の立場に立った者として、愛

の行為を実践することが要求されているのです。寛

容な心で相手を上から包む、相手の霊的成長を心か

ら願う訓練が与えられているのです。

　地上における夫婦が果たすべき目的の一つは、そ

れぞれが相手との人間関係を通じて成長することに

あります。二人がただ表面的に仲良くすること以上

に、各自がそれぞれの魂のレベルに応じた成長をな

すことが重要なのです。夫婦の死別が当事者にとっ

て決定的な悲劇でないように、夫婦の表面的な関係

（仲良し・不仲）も決定的に重要なものではありま

せん。世間では、仲が良ければ理想の夫婦のように

言いますが、それは真理の一面を示しているにすぎ

ません。仲の良い夫婦が霊的に高いとは限りません

し、逆にいつもケンカが絶えないような夫婦であっ

ても、霊的には優れているということもあります。

相性が最悪の夫婦であったとしても、それぞれが成

長のための努力をしているなら、その方がずっと霊

的に高いと言えるのです。もちろんお互いが成長の

ための努力をして、その上で二人の仲が良いという

のであれば、それに越したことはありません。

　一般的に言って、夫婦二人がともに低い霊的次元

に留まっているうちは、争いもなく平穏無事に過ご

すことができます。ところが夫婦の一方が精神的世

界を求め始め、相手が依然として物質世界だけに留

まろうとすると、夫婦の間に争いが生じるようにな
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　このように『シルバーバーチの霊訓』に書かれた

内容の真の意味を理解するには、常に他の箇所も併

せて広く読み取ることが必要なのです。シルバーバ

ーチの霊訓は分量も多く、細部にわたって、さまざ

まな角度から説明が加えられています。これがシル

バーバーチの霊訓の優れた点であると同時に、正確

な理解に時間がかかるというマイナス点ともなって

います。

　さて先程の再生の問題に戻りますが、シルバーバ

ーチの回答は、質問者（メアリー・ピックフォー

ド）自身の理解力と霊的レベルに合わせて与えられ

たものであることを考慮しなければなりません。シ

ルバーバーチが「あなたは十回以上再生していま

す」と言ったのは、パーソナリティとインディビジ

ュアリティの違いを理解できないピックフォードに

対して配慮して述べた言葉です。シルバーバーチが

十回以上再生していると言った言葉の真意は、イン

ディビジュアリティとしての再生のことを指してい

ると理解しなければなりません。あるいは類魂全体

における再生の回数を意味しているかもしれないと

理解すべきなのです。質問者（ピックフォード）に

複雑な再生の説明を省略して、結論だけを述べたも

のと思われます。

　こうした観点に立って考えれば、シルバーバーチ

の答えは決して矛盾していないことが分かります。

神観と同様この場合も、私達がシルバーバーチの置

かれた状況を察して、語られた言葉の本質を理解し

ようとしなければならないということです。

　今、私達は編集された本を通じてシルバーバーチ

の思想・教えに触れているのですが、それらはもと

もとサークル（交霊会）の参加者の質問に対して、

シルバーバーチがその人の霊的レベルと理解力に合

わせて与えた回答です。その点を考慮せず文字面だ

けを追っていくと、シルバーバーチの語った言葉に

は多くの矛盾点があるように映ってしまいます。シ

ルバーバーチの霊訓の内容を正確に理解するために

は、その部分だけでなく、同じ内容を扱った他の箇

所についても見ていかなければなりません。その上

で総合的に理解しなければなりません。そうしない

と本質を見誤る危険性があります。

　例えばシルバーバーチの霊訓でたびたび問題にな

るのが「神観」です。シルバーバーチは再三にわた

って、「神は法則です」とか「あなたは神なので

す」と述べています。しかしこの部分だけをもっ

て、それがシルバーバーチの神観のすべてであると

考えるなら、明らかに間違いなのです。シルバーバ

ーチは“創造神”としての神の存在を否定したり、

単なる“汎神論”を唱えるようなことはしていませ

ん。もしシルバーバーチの神観が汎神論であるとす

るなら、神と私達が全く同一の存在であることにな

り、それをさらに推し進めれば唯物論・無神論になっ

てしまいます。しかしシルバーバーチの神観は、れっ

きとした有神論であり、創造神論であり、神と私達人

間との間に明確な一線を引いたものです。

　シルバーバーチの神観を正しく理解するには、

「法則をつくったのは神です」という他の箇所の言葉

を併せて考えることが必要です。この言葉は、「法則

とは神の属性であり、神そのものではない」ことを明

確に示しています。シルバーバーチはサークルの参

加者から神観についての不明な点を指摘され、「私

達自身が神であるなら、あなたが神に向かって呼び

かけ、祈っているのは矛盾ではないのか」と質問され

ています。結局シルバーバーチは、「私達の内に、神

と同質の霊的要素が内在していることを、神が私達

の中にミニチュアの形で存在していると言っている」

との詳しい説明を加えています。「あなたがたは神

なのです」というシルバーバーチの言葉の本当の意

味は、ここに至って初めて明確にされています。
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永遠的な愛が育まれることになります。あなたの前

途には希望と喜びだけが待ち受けております。

　どうか今後は、常にご主人と一緒にスピリチュア

リズムのために貢献していることを意識して歩まれ

ますように……。

  あなたがご主人のことを思い出す時は、実は霊界

のご主人が先にあなたに向けて念を送っているとい

うケースも考えられます。ご主人からのテレパシー

をあなたがキャッチした時に、あなたがご主人のこ

とを思い浮かべたのかもしれません。そうしたこと

は頻繁に生じています。ご主人がいつも身近にいる

ことを心から喜ばれたらよろしいのです。

  

質問　３

　私は５年前に夫と死別しました。別離の悲しさは

スピリチュアリズムとの出会いのお陰で癒されまし

たが、今でもよく夫のことを思い出します。しかし

最近では、「私の夫への思いが、霊界の夫に悪い影

響を与えているのではないか」と心配になることが

ございます。私の思いが霊界における夫の修行の妨

げになったり、向上の足を引っ張るようなことはな

いでしょうか。

答え

　お手紙での「あの世のご主人に対する思い」につ

いてのご質問ですが、あなたが死後の世界のあるこ

とをしっかり受け入れ、霊界において人がたどるべ

き道筋についても正しく認識されている以上、ご心

配には及びません。あなたの思いは霊界のご主人の

向上の妨げになるどころか、かえってご主人には大

きな喜びとなっているはずです。

　霊界における配偶者の向上の妨げになるのは、地

上の人間が霊界のあることを知らず、ただ身の上の

不幸を嘆き悲しんでいる場合に限ってのことです。

霊界の存在をしっかりと認識している地上の配偶者

からの愛の思いは、霊界の配偶者には大きな喜びと

なります。さらに、あなたの場合はそれ以上に、ス

ピリチュアリズムのために働くという特別に恵まれ

た立場に立っていらっしゃいます。それは霊界のご

主人にとって、最高の誇りとなっているはずです。

ご主人が霊界に行かれて後、あなたがスピリチュア

リズムと出会い、高級霊の道具として歩んでこられ

たことによって、お二人の愛の関係はさらに深まっ

たものと思います。

　ご主人の今後については、霊界において指導を任

とするさらに高い霊によって導かれますので、全く

心配は要りません。繰り返しますが、地上の配偶者

がスピリチュアリズムのために働いているという状

況は、霊界の人々にとって特別な意味を持っていま

す。それゆえ今後も、ご主人はあなたの背後にあっ

て多大な協力をされるはずです。地上のあなたと霊

界のご主人がともにスピリチュアリズムのために働

く道を歩むことにより、お二人の間には、いっそう



　　　 スピリチュアリズム・ライブラリー
　　　スピリチュアリズム・サークル「心の道場」では、スピリチュアリズム精選シリーズとして、

　　下記の本を自費出版しています。

　◆スピリチュアリズム入門　（���頁）
  　　─スピリチュアリズムが明かす─「心霊現象のメカニズム＆すばらしい死後の世界」
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　◆スピリチュアリズムの真髄「現象編」　（���頁）
　　『Ｔｈｅ　Ｍｅｄｉｕｍｓ’　Ｂｏｏｋ』　アラン・カルデック編著／近藤千雄  訳

　◆スピリチュアリズムの真髄「思想編」　（���頁）
　　『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔｓ’　Ｂｏｏｋ』　アラン・カルデック編著／近藤千雄  訳

　◆500に及ぶあの世からの現地報告　（���頁）
　　─エクトプラズムボックスを通じて明らかにされる死の直後の実生活─
　　『Ｌｉｆｅ　Ａｆｔｅｒ　Ｄｅａｔｈ』　ネヴィレ・ランダル著／小池  英  訳

　◆マイヤースの通信－永遠の大道（全訳）　（���頁）
　　『Ｔｈｅ　Ｒｏａｄ　ｔｏ　Ｉｍｍｏｒｔａｌｉｔｙ』　Ｇ・カミンズ著／近藤千雄  訳

　◆マイヤースの通信－個人的存在の彼方（全訳） （���頁）
　　『Ｂｅｙｏｎｄ　Ｈｕｍａｎ　Ｐｅｒｓｏｎａｌｉｔｙ』　Ｇ・カミンズ著／近藤千雄  訳

　◆霊訓（完訳・上）『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔ　Ｔｅａｃｈｉｎｇｓ』 （���頁）
　　ステイントン・モーゼス著／近藤千雄  訳
　
　◆霊訓（完訳・下）　『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔ　Ｔｅａｃｈｉｎｇｓ』 （���頁）
　　ステイントン・モーゼス著／近藤千雄  訳

　〈今後の出版予定〉

　◆シルバーバーチの霊訓（仮題）
　　『Ｔｅａｃｈｉｎｇｓ　ｏｆ　Ｓｉｌｖｅｒ　Ｂｉｒｃｈ』（全訳）　Ａ．Ｗ．オースティン編／近藤千雄  訳

　〈現在絶版となっている書籍の復刻予定〉

　◆シルバーバーチの霊訓（仮題）『Ａ　Ｖｏｉｃｅ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｗｉｌｄｅｒｎｅｓｓ』
　　トニ─・オーツセン編／近藤千雄  訳

　◆シルバーバーチの霊訓（仮題）『Ｔｈｅ　Ｓｅｅｄ　ｏｆ　Ｔｒｕｔｈ』
　　トニー・オーツセン編／近藤千雄  訳

　◆シルバーバーチの霊訓（仮題）『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔ　Ｓｐｅａｋｓ』　
　　トニー・オーツセン編／近藤千雄  訳

　◆ジャック・ウェバーの霊現象　『Ｔｈｅ　Ｍｅｄｉｕｍｓｈｉｐ　ｏｆ　Ｊａｃｋ　Ｗｅｂｂｅｒ』
　　ハリー・エドワーズ著／近藤千雄  訳

　◆妖精物語　『Ｔｈｅ　Ｌｏｍｉｎｇ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｆａｉｒｉｅｓ』
　　Ａ・コナン・ドイル著／近藤千雄  訳
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◆これまで多くの方々から、スピリチュアリズム・サークル「心の道場」とは、どんな

ところかというお問い合わせをお受けしております。

　当サークルでは、先日インターネットのホームページを開設いたしました。その中に

心の道場についての紹介を載せておりますので、その原文をそのまま掲載させていただ

きます。

　スピリチュアリズム・サークル「心の道場」は、純粋にスピリチュアリズ

ムの普及だけを目的とするサークルです。その目的のために共鳴する有志に

よって約２０年前に出発し、今日に至っております。高級霊界から送られて

きたスピリチュアリズムの「霊的真理」が、一人でも多くの方々に正しく忠

実に定着するために、霊界の道具となって働きたいと願っています。

　サークル名を「心の道場」としたのは、霊的真理を普及するにあたって、

けっして単なる活動に走らないためです。高級霊の良き道具となるには、ま

ず私達自身が本当の真理の実践者でなければなりません。それを常に自覚

し、内面成長の努力を最優先して歩むために「心の道場」と名付けました。

　現時点における具体的な活動は、スピリチュアリズム関係の図書（優れた

霊界通信）を自費出版すること、並びにスピリチュアリズム・ニューズレタ

ーの発行です。

　ニューズレター発行後、多くの方々から入会のお申し込みをいただいてお

りますが、私達は、会員を募ってサークルを大きくするつもりはありませ

ん。スピリチュアリズムの霊的真理を真に理解された方々が、全国各地で、

また世界のあちらこちらで、思い思いにサークルづくりをしてくださること

が私達の願いです。当然のことながら、将来的に組織化を目指す考えもあり

ません。

　すべての動きは霊界によって進められるものであり、私達地上人は、その

「道具」となることで最も貢献できると考えています。

　皆さんがサークルをつくられるに際しては、どこまでも少人数で内面深化

を優先したものとされるよう願っています。そこに集う方々の霊的成長（魂

の成長）のために役立つものでなかったなら、何の意味もありません。

　入会のお申し込みはお受けしておりませんが、霊的真理を人生の指針とし

て生きる者（一人のスピリチュアリスト）同士としてのお付き合いは歓迎い

たします。スピリチュアリズムの普及を心がける方々と、気軽に触れ合うこ

とのできる友好関係を築きたいと思っています。

スピリチュアリズム・サークル「心の道場」紹介
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“スピリチュアリズム・ニューズレター”について
　

　このニューズレターは、これまでスピリチュアリズムを通じて

ご縁のあった方達に、一年間無料でお届けいたしております。皆

さんのお知り合いで、お読みになりたい方がいらっしゃいました

ら、お知らせください。直接お送りいたします。バックナンバー

をご希望の方もお知らせください。

　これをお読みになって、どのような感想を持たれたでしょう

か。どうぞ気軽にご意見をお寄せください。このニューズレター

は、今後、２〜３カ月に一度発刊する予定です。

＊スピリチュアリズム・サークル「心の道場」のホームページを

開設いたしました。
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